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岸田 文雄 氏
内閣総理大臣

基調講演

変化を起こす意志を

　ジェンダー平等は、公平・公正や人権の観点
だけではなく、職場の活性化や国の経済成長と
いった利益にかなう。世界経済フォーラムが発
表するジェンダーギャップ指数で、アイスランド
は最も順位の良い国だが、過去には女性に不利
な社会だった。しかし女性の政治進出や男女同
一賃金などの改革に長年取り組み、1980年には
世界初の女性大統領を輩出した。そうした進展
は自然発生するのではなく、女性が立ち上がり、
男性が積極的に支えたからこそ。物事を動かす
のは、変化を起こす意志である。

グドゥニ・トルラシウス・
ヨハネソン 氏

アイスランド共和国大統領

基調講演

12兆㌦の市場逃すな

　ジェンダー平等の実現まで、今のペースでは
300年もかかる。現在、女性は社会課題のしわ寄
せを強く受け、世界では11分に1人の割合で女性
が家族に殺害され、3億8000万人の女性が貧困
にあえいでいる。問題の解決策は既に分かって
いる。女性・少女の権利を保護すること、女性の
意思決定とリーダーシップを取る機会を保証する
こと、あらゆる資金にジェンダー平等の観点を盛
り込むことだ。今すぐ取り組みを加速させ、女性
がポテンシャルを発揮すれば2025年までに年間
12兆㌦の新たな市場機会も生まれる。

シマ・サミ・バフース 氏
国連事務次長兼国連女性機関
（UN Women）事務局長 世界各国 進むエンパワーメント
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マイア・サンドゥ 氏
モルドバ共和国大統領

左からバトツェツェグ・モンゴル外務大臣、サンドゥ・モルドバ大統領、
ズルキフリ・シンガポール社会・家庭振興大臣、
小倉將信女性活躍担当大臣、山田賢司外務副大臣

制度、政策、教育など 世代・地域超え提言
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WAW!2022の5つの柱

新しい資本主義と女性

女性の平和・安全保障への参画

意思決定プロセスへの女性の参画

男性の関心・関与の拡大

女性の尊厳と誇りを守る社会の実現

若い世代の代表が、提言をスピーチ（中央）

「男女間の賃金格差の是正」の分科
会で発言するベトナム有数の経営者、
グエン・ティ・ガー・BRGグループ会長

閉会のあいさつに立った森まさこ内閣総理大臣補佐官（女性活躍担当）（右から4人目）と、WAW!2022の企画にあたった有識者委員ら

ヒラリー・クリントン元米国
務長官は「女性の権利が取
り残されたままでは、世界は
持続的な進歩を遂げられな
い」とメッセージを寄せた

国や分野、世代を超え熱心
に討論する参加者たち

各セッションの模様を動画でご覧いただけます企画・制作＝日本経済新聞社
Ｎブランドスタジオ




